
平成™™年˜™月™™日 水曜日 (号外第™�˜号)官 報
〇
内
閣
府
告
示
第
四
百
八
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
内
閣
府
告
示

第
百
八
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の
変
更
を

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
付
け
で
認
定
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

栃
木
県
及
び

日
光
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

四
季
の
彩
り
に
風
薫
る
ひ

か
り
の
郷
í
日
光
ì
活
性
化
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

日
光
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
の
た
め

の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
五
}
）

〇
内
閣
府
告
示
第
四
百
八
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
内
閣
府
告
示

第
四
百
六
十
四
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の

変
更
を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
付
け
で
認
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

高
知
県
及
び

香
美
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

高
知
県
食
品
関
連
産
業
中

核
人
材
創
出
及
び
香
美
市
「
柚
子
の
香
る
里
」
地
域
づ

く
り
活
性
化
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

高
知
県
の
区
域
の

一
部
（
高
知
県
の
全
域
の
う
ち
南
国
市
及
び
香
南
市
域

を
除
く
地
域
）（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す

る
。）

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
科
学
技
術
振
興
調

整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
四
百
八
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
内
閣
府
告
示

第
七
百
二
十
一
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の

変
更
を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
付
け
で
認
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

高
知
県
高
岡

郡
四
万
十
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

美
し
い
森
や
水
、
自
然
と

生
き
る
ま
ち
づ
く
り
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

高
知
県
高
岡
郡
四

万
十
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
四
百
九
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
告

示
第
三
百
八
十
四
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画

の
変
更
を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
付
け
で
認
定
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

沖
縄
県
国
頭

郡
伊
江
村

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
資
源
を
活
用
し
た

「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
物
語
」
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

沖
縄
県
国
頭
郡
伊

江
村
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
補
助
対
象
財
産
の

転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
五
�
）

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
号

消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第
百
十
一
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
三
十
条
第
二
項
及
び
危
険
物
の
規
制
に
関
す

る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
日
は
次

の
と
お
り
と
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第

百
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
消
防
庁
告
示
第
二
十
四
号

消
防
法
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
種
類
及
び
点
検
内
容
に
応
じ
て

行
う
点
検
の
期
間
、
点
検
の
方
法
並
び
に
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
十
六
年
消
防

庁
告
示
第
九
号
）
第
二
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
用
設
備
等
の
点
検
の
基
準
及
び
消

防
用
設
備
等
点
検
結
果
報
告
書
に
添
付
す
る
点
検
票
の
様
式
を
定
め
る
件
（
昭
和
五
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

消
防
庁
長
官

久
保

信
保

別
表
第
一
_
中
「消

火
器
の
う
ち

」
を
「消

火
器
（
二
酸
化
炭
素
消
火
器
及
び
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
器
を
除
く
。
以

下
同
じ
。）の
う
ち
、」

に
、「、

設
置
後
１
年

」
を
「設

置
後
１
年
、
蓄
圧
式
の
消
火
器
に
あ
っ
て
は
製
造
年
か
ら
５
年

」

に
、「、

又
は
消
火
器
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
栓
、
安
全
栓
の
封
の

」
を
「又

は
消
火
器
の
外
形
の
点
検
に
お
い

て
安
全
栓
¤
安
全
栓
の
封
若
し
く
は

」
に
、「３

年
を
経
過
し
た
も
の
の
う
ち
、
蓄
圧
式
の
消
火
器
（
二
酸
化
炭
素
消
火

器
及
び
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
器
を
除
く
。）及
び
加
圧
式
の
粉
末
消
火
器

」
を
「消

火
器
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全

栓
、
安
全
栓
の
封
又
は
緊
結
部
等
に
異
常
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
う
ち
、
製
造
年
か
ら
３
年
を
経
過
し
た
加
圧

式
の
粉
末
消
火
器
及
び
５
年
を
経
過
し
た
蓄
圧
式
の
消
火
器

」
に
改
め
、
同
表
_
ソ
中
「二

酸
化
炭
素
消
火
器
、
ハ
ロ

ゲ
ン
化
物
消
火
器
及
び

」
を
削
り
、
同
表
中
`
を
a
と
し
、
_
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

`
消
火
器
の
耐
圧
性
能

消
火
器
の
う
ち
、
製
造
年
か
ら
1
0年
を
経
過
し
た
も
の
又
は
消
火
器
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
本
体
容
器
に
腐

食
等
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
の
点
検
を
実
施
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
も
の
を
除
く
。

ア
本
体
容
器

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て
、
変
形
、
損
傷
又
は
漏
水
等
が
な
い
こ
と
。

イ
キ
ャ
ッ
プ

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て
、
変
形
、
損
傷
又
は
漏
水
等
が
な
い
こ
と
。
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